
(1) 担当支部： 首都圏－１ 9732
分水嶺区分 2005年 5月 23日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
関　　清　（Ｌ） 9732
船橋　明 12407
西田　進 12227

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
コース概略
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 大清水 139 18 36 52 36.52 1,234 4:21
分水嶺到達点E360 三平峠 139 18 36 54 56.96 1,767 7:09 7:32 A-1
E361 大清水平 139 17 36 55 14.36 1,733 8:05 8:18 B-4
E362 皿伏山 139 16 36 54 53.00 1,927 9:45 10:10 B-4

　
　

分水嶺離別点E361 大清水平 139 17 36 55 14.11 1,738 11:08 11:14 B-4
尾瀬沼沼畔 139 17 36 55 26.08 1,695 11:30 11:33 B-4

歩行終了点 長蔵小屋 139 18 36 55 37.59 1,669 13:22 A-1

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

E362 皿伏山 ２ 不明
 

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

燧ヶ岳
56.04

大清水～三平峠～大清水平～皿伏山～大清水平～尾瀬沼沼畔～長蔵小屋

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻

57.64

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

40.72

27.92
16.95
40.88

三平峠

40.80

地図の標高1916.8

三平峠
燧ヶ岳

（ここから引き返す）

標識の標高1762

（往路）新宿より関越交通直通バスにて大清水へ　（帰路）長蔵小屋～小淵沢田代周遊～大清水より関越交通直通バスにて新宿へ

会員番号：関　清
(3)山行日：E360鳩待峠～E362皿伏山

事務局整理記入欄 山の自然学－3
晴、積雪約1m

３名 名

三平峠

燧ヶ岳

①大清水平の木道は雪の下であった。部分的に雪が融け沼状になっていた。

特記事項

雪下約1mにあるものと考えられるが、確認できず

保存
状況

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書 東日本－（１９６）

   写真説明：　
　　　　　　　　①GPSによる全トラック

②今回の山行で、「ＧＰＳとコンパスの併用」の有用性を検証した。
　　(6)の山行記録にはこの部分のみを記載した。予備日の24日は長蔵小屋～小淵沢田代～大江湿原～長蔵小屋を散策した。
①今回の山行の目的は、山の自然学クラブとして未踏の部分（三平峠～大清水平）を踏査することであり、5月23日に完了した。

不明

　

燧ヶ岳
7時間51分総歩行時間（休憩時間を除く）：

　 １本の木に数百葉落ちていた。このような木が数本見つかった。長蔵小屋で尋ねたが原因不明。食害のようにも思えるが---
②大清水平～皿伏山の針葉樹（アオモリトドマツか）の樹下の雪面に、長さ約5cmの葉先（枝先）が切られたようにして散在していた。

上記の標高はすべてＧＰＳによる値であり、地図記載の値と異なる。

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

　　

　　　　　　　　②雪の上に落下した葉先（１本の木に数百）
　　　　　　　　③尾瀬沼（5月23日は、まるで流氷が押し寄せたようだ）



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

5月23日

②雪の上に落下した葉先（１本の木に数百） 　　③尾瀬沼（5月23日は、まるで流氷が押し寄せたようだ）

5月23日 5月24日 5月24日
①GPSによる全トラック

━━━ 大清水～皿伏山　　━━━ 皿伏山～長蔵小屋　　━━━ 小渕沢田代周辺　　━━━ 長蔵小屋～大清水
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